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情報伝達の推移

• 古代において情報の伝達は人の介在

• 文字の出現

⇒ 民族の移動が情報の移動

⇒ 情報量は多くなったが時間

がかかった

⇒ 情報量の拡大と時間の短縮

⇒ 時間と場所の制約がない情報伝達

⇒ 双方向への情報伝達

• 近代において電信技術の発明

• 現代においてIT技術の導入

• ICTへの発展
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多職種が関わる地域包括ケアにおいてICTの活用は不可欠となっている。
現状では様々なツールが活用されている。

・IT（information technology）

ITなくしては日常生活に支障がでる状況

・ICT（information and Communication

Technology）

意思疎通をはかる機能を持つ
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問題点

１．ICTが不要であるという選択

予算・事務要員の不足、ICTへの理解不足

２．使用されるICTツール

病―病、診―診、病―診連携においてICTは不可欠

電子カルテの導入
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３．セキュリティー

患者データは個人情報であり、カルテ内容は患者のもの
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問題点

３．セキュリティー

患者データは個人情報であり、カルテ内容は患者のもの

である

⇓

どこまでのデータをどの職種までが閲覧できるか
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問題点

４．ICTを扱う端末

ノートパソコン

タブレット ⇒ BYOD

スマートフォン （bring your own 

device)
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まとめ366

まとめ

１．ICT ツールの利用率の向上

コスト、手間、意識改革

２. データの共有化

共通のプラットフォームの開発

３．セキュリティー

多職種による情報共有を考慮

４．仕様端末

BYODを含めた機能・効率を考慮

５．その他


